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※�お申込みは全日病総合医育成プログラムHP（https://www.ajha.or.jp/hms/sougoui/index.html）
よりご案内をご確認ください。

総合医育成事業総合医育成事業
●全日本病院協会 総合医育成事業とは
　全日本病院協会�総合医育成事業は、（公社）全日本病院協会が（一社）日本プライマリ・ケア連合学会及び筑波
大学との協力のもと提供する、全34単位から成る総合医の育成プログラムです。
　本プログラムは、内科や外科など、すでに自分の専門領域に関する経験をもつ医師が、プライマリ・ケアにキャ
リアを広げることを支援することを目的としています。「診療実践」「ノンテクニカルスキル」「医療運営」の3分
野34単位から構成されるオンラインを中心としたスクーリングを実施し、現在の勤務を続けながら、「プライマリ・
ケアの現場で一歩踏み出せる」スキルを直接学ぶことができるのが最も大きな特徴です。
　本プログラム修了者を「全日本病院協会認定総合医」として認定いたします。また、日本プライマリ・ケア連
合学会「プライマリ・ケア認定医」を受験する場合の筆記試験が免除されます。すでに認定医を取得されている
方は、更新単位としても活用できます。今後、地域医療構想、地域包括ケアシステムの導入が進み、プライマリ・
ケアで活躍する医師のニーズが高まっていくことは確実です。確かな能力をもってプライマリ・ケアを実践でき
るようになるために、ぜひ本プログラムをご活用ください。

●プログラムの目的
①一定のキャリアを持つ医師が、個々の専門性や経験を生かしつつ、さらに診療の幅を広げる。
②総合診療専門医のもつコンピテンシーを理解・共有し、職場において専門医との協働による相乗効果への期待。
③病院内外の医師や関連施設および関係する多職種との連携をスムーズに行う医師の育成。
④地域包括ケアにおける複雑な課題への対応能力を高め、住民からの信頼を得る医師の育成。
⑤�総合的・俯瞰的に病院機能の改善をはかることができ、かつ病院組織の運営に積極的に関与できる人材として
の医師の育成。

＜お問い合わせ先＞
公益社団法人 全日本病院協会 総合医育成プログラム担当
〒101-8378　東京都千代田区神田猿楽町2-8-8 住友不動産猿楽町ビル7階
TEL 03-5283-7441　　FAX 03-5283-7444　　Mail sougoui@ajha.or.jp
ホームページ https://www.ajha.or.jp/hms/sougoui/index.html

https://www.ajha.or.jp/hms/sougoui/index.html


●対象と受講要件

●構成

対 象 者

① 自院における診療実践

研 修 期 間

受 講 料

定 員

② スクーリング

申 込 方 法

◦おおむね医師経験6年目以上で、プライマリ・ケアでの実践的なスキルの習得を希望する全ての診療科の医師。
◦オンライン研修に参加するためのインターネット環境およびパソコンを準備できること。
　※研修にはzoomを使用します。
　※�オンライン研修を受けたことがない、zoomを使った経験がない、という方でも、事前説明会などを通じて、事務
局が初歩から技術支援を行いますので、ふるってお申し込みください。

◦1年〜 3年間（2年間での修了を推奨）
◦1月〜 12月までを1つのタームとして進める。

◦自施設で診療・実践を行うことを原則とする。
◦診療以外の実践・活動：教育履歴、地域保健福祉活動、研究履歴なども評価対象とする。

◦会員��40万円（税別）　　会員外��50万円（税別）

◦50名

◦�1日（6時間程度）のスクーリング（集合研修）を1単位として、「診療実践コース」22単位、「ノンテクニカルスキ
ルコース」10単位、「医療運営コース」2単位の全3コース34単位から構成される。
◦�新型コロナウイルスの感染状況や、地理的・時間的制約に左右されることなく参加可能な、オンライン形式の研修を
中心とする。
◦�集合研修と比較して研修の質が落ちることがないように、「プライマリ・ケアの現場で一歩踏み出せること」を目標
とした能動学習の要素を大幅に取り入れて、現場での実践力を身につけることを目的とする。
◦研修者は、それぞれのコースにおいて所定の単位数を受講することを認定の条件とする。

総合医育成プログラム申込ページより、
WEBまたはFAXでお申込み下さい！

医療運営コース オンラインでリアルタイム配信

ご自宅から、職場から

ご受講いただけます

診療実践コース

ノンテクニカルスキルコース

※�詳細は別途お送りしております「全日本病院協会�総合医育成プログラム�受講者募集に関するご案内」も合わせてご参照ください

全日病 総合医
「全日病 総合医」で検索
またはQRコードからアクセス！

②

https://www.ajha.or.jp/hms/sougoui/application.html


①日本の医療の将来像と総合医への期待
②医療制度・診療報酬の理解

※必修単位となります。

①臨床推論
② EBM
③④⑤ T&A（triage&action）
コース（救急初療（病院版）、
小児、マイナーエマージェン
シー）
⑥行動変容
⑦リハビリテーション

①循環器
②呼吸器
③消化器
④代謝内分泌
⑤腎・泌尿器
⑥神経
⑦血液・膠原病
⑧感染症

⑨小児科
⑩整形外科
⑪産婦人科
⑫皮膚科
⑬精神科
⑭認知症
⑮�地域包括�
ケア実践

①MBTI（性格タイプ別
　コミュニケーション）
②コンフリクトマネジメント
③コーチング＋人材育成
④教育技法
⑤リーダーシップ・
　チームビルディング

※変更となる場合ございます

⑥�ミーティングファシリテー
ション
⑦問題解決（1）
⑧問題解決（2）
⑨ TEAMS-BI（仕事の教え方）
⑩ TEAMS-BP
　（業務の改善の仕方）＋
　TEAMS-BR（人への接し方）

▶�地域で活躍する総合医に求められ
る、医療システム全体を俯瞰する
能力を修得する。日本の医療・介
護制度の理解、医療をめぐる現状
や将来像、地域社会における自施
設の位置づけに関する理解などに
ついて学ぶ。

▶�プライマリ・ケア・セッティング
において日常よく遭遇する疾患・
病態に対して、適切な初期対応と
マネジメントができる能力を修得
する。
　※�高度な専門知識や高度な技術の
修得が目標ではない

▶�診療場面を意識した到達目標を明
示し、自らのバックグラウンドや
診療能力と照らし合わせて必要な
コースを選択してご受講下さい。

▶�地域で活躍する総合医には、医学
的知識・技術（テクニカルスキル）
だけでなく、組織人としての技術
（ノンテクニカルスキル）が求めら
れる。
▶�本プログラムでは、地域包括ケア
システムのリーダーを養成すると
いう考え方に基づき「リーダーシッ
プ」「チームビルディング」「人材
育成」などのスキルを修得する。

●認定要件について
① スクーリングを所定の回数以上の履修。

診療実践コース12単位以上
ノンテクニカルスキルコース6単位以上
医療運営コース2単位

合計20単位以上

② 総合的な診療を実践していること。（認定申請時に提出）

※ AHA ACLSプロバイダーコース（日本内科学会内科救急・ICLS
講習会（JMECC）もこれに準じる）および厚労省の定めるプロ
グラムに基づく緩和ケア研修会の参加はそれぞれ「診療実践コー
ス」1単位参加とみなす。

… 有効期限内のみ。認定申請時に研修参加を証明する書類のコピー
を添付の上ご送付ください。

医療運営コース
（全2単位）

診療実践コース
（全22単位）
※2年間で全単位実施

ノンテクニカル
スキルコース
（全10単位）
※1年間で全10単位実施

実施内容

総論 各論

実施内容

●スクーリングについて

● 単回受講（スポット受講）について「いきなり全てのプログラムを受講するのが不安だ」「興味のある講座のみ
受講した」という場合に、本プログラムでは単回受講（スポット受講）も受付けております。

＜受講料＞　会員 15,000円（税別）　会員外 20,000円（税別）
※ スポット受講分の単位については、受講から1年以内に本コースの受講に切り替えられた場合のみ、修了単位と

して充当されます。
※ また受講から1年以内に本コースの受講に切り替えられた場合、それまでのスポット参加分の受講料5単位分を

上限に差し引いてのご案内となります。

認定に際しましては上記の要件を満たしたうえで認定申請を行っていただきます。
詳細は研修ホームページ（https://www.ajha.or.jp/hms/sougoui/index.html）をご確認ください。

③
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勝呂　俊昭
医療法人五星会
菊名記念病院
総合診療科

永野　雅英
医療法人社団永寿会

天草第一病院
循環器内科

堀川　恭平
医療法人野毛会
もとぶ野毛病院

内科医

金城　俊一
社会医療法人仁愛会

浦添総合病院
地域医療支援科部長・

研修管理副委員長・産業医

　受講のきっかけは院長からの勧めでしたが、急性期病
院で総合診療科医として働いている現在、専門領域以外
の疾患を診療する必要性を感じていたため、良い機会だ
と思い参加することにしました。スクーリングでは、自
分に足りない各領域の多くの知識を習得する事ができ、
専門領域以外の疾患に自身を持って幅広く対応できるよ
うになりました。ノンテクニカルスキルでは、受講中に
多くの先生方とディスカッションする中で、偏っていた
考え方が多方面から捉えることができるようになり、患
者さんをはじめ、他医師、看護師、多職種の医療スタッ
フとのコミュニケーション能力がアップしたと実感して
います。高齢化社会をむかえ、複雑で複数の疾患を抱え
る高齢者を診療する機会が多く、トータルに診療する総
合医の役割は今後さらに大きくなると思われます。本プ
ログラムの受講を同僚にも勧めていきたいと思います。

　卒後20数年目の循環器内科医師（中規模総合病院勤務）
です。自身の専門分野については十分理解し患者に還元
出来ているつもりですが、普段の診療でまずお目にかか
らない他科疾患が疑われる症例（私の場合は小児科・婦
人科・精神科など）は「専門家を受診してください」で
済ましてしまうことも正直ありました。
　診療実践コースでは、各分野の専門家の先生がとても
わかりやすく教えて下さいます。医師年齢を重ねると恥
ずかしくてなかなか聞きづらいこともありますが、どん
なことでも気軽に聞くことができ大変助かりました。ま
た様々な専門や立場の先生方が参加しておられますので、
自身の専門分野に関して他科の先生がどのように考えて
いるか等の貴重な意見を聞くことができました。
　またノンテクニカルコースでは、自身の診療態度や同
僚との関わり方について見直す良い機会を頂きました。
　今回の研修を通じて、医学的知識だけでなく診療の心
構えについても初心に戻って学べました。今後の診療に
役立てていこうと思います。

　診療実践の講義は現場で活躍されている先生方による、
聞いた翌日から早速使ってみたいと思わせる具体的なも
のばかりでした。実際習ったことを使っていくと自分の
自信につながるだけでなく、周りスタッフの目も変わり、
今までとは異なる系統の患者も診察依頼されるようにな
りました。望んでいたが、痛し痒しです。
　ノンテクで印象に残っているのがMBTIアプローチでこ
んなにも人の多様性がロジカルに解析されるものなのか、
ということでした。そこに集まった総合医を目指す医師
の集団でありながら物事に対する性格が異なっているた
め、課題への得手不得手が生じてくる。それがわかった
だけでも自分や相手への理解、仕事の効率化などを考え
る軸が作られました
　他の医師がどのように考えて仕事をしているのか、周
りのスタッフとどう強調してチームを作ったらいいのか、
研修生として同じような志を持った人達と議論しながら
自己研鑽、相互理解できたことは何よりの経験となりま
した。

　私は急性期総合病院で内科医として勤務しており今回
機会あって本プログラムを受講する機会を頂きました、
各地の医師の皆様と会話する機会があり学んだ事は多
かったのですがコロナ禍により対面講義は中断しました
がＺＯＯＭ参加を計画して頂いたおかげで受講の継続が
かないました。日本ではコロナ感染症の流行により地域
医療構想が重要視されるようになってきており求められ
るのは「在宅、時々入院」という在宅医療の推進だと考
えております。そのよう私にとって内科の各科のみなら
ずプライマリケアに必要な他科の知識・組織構築・コン
フリクトマネジメント等の講義は多職種協働を図るうえ
で大変勉強になりました。急性期総合病院は在宅医療と
強固に連携をはかる必要があり訪問診療や訪問看護・リ
ハビリ・介護等の在宅医療の内容や職務に関しての理解
が重要です、本プログラムの講習内容は私にとって期待
以上の学びがあり参加させて頂いた事を感謝いたします。

●総合医育成プログラム「修了者の声」

④



●総合医育成プログラム受講者・管理者の声

本プログラムを受講されたことで診療範囲の変化は
ありましたか？

管理者の目から見た、研修受講者の診療の変化について

ノンテクニカルスキルコースの受講によるスキルの
活用やご自身の取組みの変化等はありましたか。

⑤



総合医育成プログラム担当
TEL 03-5283-7441　　FAX 03-5283-7444　　Mail sougoui@ajha.or.jp 

ホームページ https://www.ajha.or.jp/hms/sougoui/index.html

全日本病院協会 総合医育成プログラム 参加のお勧め
（全日本病院協会認定総合医）

公益社団法人　全日本病院協会

会　長　猪 口 雄 二

　日頃より当協会の活動にご協力ご支援をいただき、誠に有難うございます。
　さて、全日本病院協会は、国民に安全で質の高い医療を医療人が誇りと達成感を持って提供
できるような環境整備を行う事を目的に活動をしております。一方で、社会構造の変化と医療
の持続可能性への不透明感等、病院を取り巻く環境は激変しており、地域に密着した診療活動
の中での実体験として、こうした環境の変化への強い危機感を抱いております。
　2018年に「総合診療専門医」が新専門医制度の下、新たな専門領域としてスタートしました。
多領域の診療を広く受け持つ総合診療専門医の育成は、高齢患者が増加し、地域包括ケア時代
を迎え、多くの複雑な課題と直面している医療機関にとって必要不可欠なものと考えます。し
かし、同専門医があらゆる地域の医療機関に根差して活躍するまでには、まだまだ時間を要す
るところです。
　こうした状況下において、すでに多くの医療機関で、医師がその専門領域以外の場面で活躍
する機会が増加していることと存じます。そこで、当協会ではそうした医師の更なるキャリア
アップの一助とすると同時に、総合診療専門医のもつコンピテンシーを理解・共有し、職場に
おいて専門医と協働できる環境の醸成と、地域包括ケアの中核を担える医師の育成を主な目的
とし、本プログラムを作成いたしました。
　本プログラムは、診療の場面で一歩踏み出す能力を身につけることを目標とした「診療実践
コース」に加え、リーダーシップやチームビルディング、人材育成について学ぶ「ノンテクニ
カルスキルコース」、日本の医療制度、医療をめぐる現状や全体像を学ぶ「医療運営コース」の
3分野から成るスクーリングを主とし、ご自身の医療機関で実践いただくまでを全体の構成とし
ています。また、今般の新型コロナウイルス感染拡大の状況から、2021年より、オンラインに
よる研修を中心としたプログラムとして実施しております。
　本研修スクーリングでは参加者同士グループワークにより実践的な知識を深めていただきま
す。また、特に自身にとって必要な分野についての学習を深めていただくため単位制をとり、
所定の単位取得後に申請いただいた後、全日本病院協会総合医審査委員会が認定した医師を「全
日本病院協会認定総合医」といたします。
　各病院におかれましては、すでに総合医の育成・強化のために種々ご配慮をなされてきてお
られると思いますが、現下の厳しい病院経営環境の中、健全な病院経営・管理の維持・向上の
ために、皆様からの積極的なご参加をお待ち申し上げます。

公益社団法人 全日本病院協会

https://www.ajha.or.jp/hms/sougoui/index.html

